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論文審　査　の　結果　の　要　旨
本研究は、灰色かび病菌加わγｆノβＣノ刀ｅｒｅａ Ｐｅｒｓ．：Ｆｒ．に対す′るソラマメの赤色光誘導抵抗性の
発現機構を解析したもので、その成果は以下の様に要約される。
赤色光照射下又は暗黒下で病原性菌株Ｂ304及び非病原性菌株021Ｒを前接種し、24時間後に後
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接種したＢ304の病斑形成を調査すると、Ｂ304前接種葉では単独接種と同様、赤色光下では病班
形成の抑制が観察されたが、暗黒下では抑制は観察されなかった。一方、021Ｒ前接種葉では、赤
色光照射下においてさえも抵抗性の誘導が抑制され、Ｂ304による多数の病斑が形成された。この
ような現象を解明する目的で、Ｂ304菌株の50倍浪縮胞子発芽液（ＳＧＦ）に非病原性のＡ‖甘〃ほ∴ね
ａノｆｅＪⅥ∂ｆａの胞子を懸濁後、ソラマメ葉に接種すると、暗黒下では月ノとｅｒ乃∂ｒノａによる病斑形成が
誘導されたが、赤色光下では誘導は認められなかった。一方、021Ｒ菌株ＳＧＦでは光の条件に関係
なく　ｄノとｅｒ刀ａｒノａによる病斑形成が誘導された。この結果は、病原性のＢ304菌株は、ソラマメに
対し2つの異なった作用を示す物質（一つは病原性に係わるサプレッサーと、もう一つは、光誘
導抵抗性に関係するエリシター）を生成し、赤色光下ではエリシター活性がサブレッサー活性よ
りも優先的に機能することを示した。
2枚の小葉（ＬｅａｆｌとＬｅａｆ2）からなるソラマメの複葉を用いて赤色光誘導抵抗性の伝達様式を
検討した。Ｂ304及び02′1ＲをＬｅａｆｌにそれぞれ前接種後、Ｌｅａｆ2にＢ304を後接種した。Ｌｅａｆｌに
おけるＢ304の病斑形成は上記と同様、赤色光下では抑制、暗黒下では誘導された。021Ｒ菌株を
Ｌｅａｆｌに前線種した場合、Ｌｅａｆｌにおける021Ｒの病斑形成は認められないにもかかわらず、Ｌｅａｆ2
における後接種菌Ｂ304の病斑形成は暗黒下だけでなく赤色光照射下でさえも顕著に誘導された。
これらの結果は、ソラマメ葉での病斑形成の誘導と抑制は全身的に伝達され、それには菌側の因
子が関与していることを示唆した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
サリチル酸（ＳＡ）を処理したソラマメ葉を赤色光下および暗黒下に24時間保った後、且ｃノ刀ｅｒノａ
を接種し、赤色光下および暗黒下に保つと病斑形成に於いて大きな違いが観察された。即ち、暗
垂下ではＳＡ濃度に関係なく虞　ｃ上月ｅｒｅａによる多数の病斑が形成された。しかし、赤色光下では
対照区（ＯｍＭＳＡ）で見られた誘導抵抗性がＳＡ濃度依存的に抑制され、病斑形成が誘導された。こ
のような病斑形成における違いは、侵入菌糸形成においても同様に認められた。また、対照区
（ＯｍＭＳＡ）のソラマメ葉上から回収した接種液においては、且　ｃノ刀ｅｒノａの発芽を抑制する強い抗菌
活性が認められたが、ＳＡ処理葉からのそれでは濃度依存的に抗菌活性は消失していた。1ｍＭＳＡ処
理案を赤色光下に保つと、処理後6時間からＤＡＢ陽性反応が認められ、それはその後の且ｃノ刀ｅｒｅ∂
接種によりさらに強くなった。これらの結果はＳＡ前処理葉ではＨ202が生成されていることを示唆
した。
ＳＡ　と同様の赤色光誘導抵抗性の抑制は、カタラーゼの阻害剤であるアミノトライアゾール
（400／封）やＨ202（5ｍＭ、）の前接葉においても認められた。しかし、ＳＡやアミノトライアゾールによる
抵抗性の抑制効果はアスコルビン酸やジフェニルイオドニュームの存在下では打ち消された。ま
た、ソラマメ葉におけるカタラーゼ活性を調査すると、ＯｍＭＳＡ処理業においては高い値を示した
が、1ｍＭＳＡ処理案ではその活性は著しく低下していた。これらの結果は、ＳＡ前処理葉におけるＨ202
生成はカタラーゼ活性の低下によるものであることが示唆された。結果として殺生的病原菌であ
る且　Ｃノ刀ｅｒｅ∂の感染は促進された。
結論として、1）病原性且　ｃ血ｅｒｅａ（Ｂ304）は光条件に関係なく胞子発芽時に少なくとも感染
を誘発するサプレッサーと抵抗性を誘導するエリシターという2つの異なる代謝産物を生産する。
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2）且ｃ血ｅｒ由の生産するこれら2つの因子によるソラマメに対す声抵抗性あるいは感受性の誘
導効果は全身的に伝達されるが、赤色光下ではエリシター活性がサブレッサー活性より優先的に
作用して抵抗性が誘導される。3）ＳＡ処理ソラマメ葉では、カタラーゼ活性の低下によるＨ202の
蓄積が起こり、ソラマメ葉では細胞死が誘導され、このことが殺生的病原菌である且ｃノ刀ｅＪ・ｅａの
感染を促進させたと考えられた。
本研究は、カタラーゼ活性の高まりが且　ｃ血ｅｒｅａに対する抵抗性に深く関わっているという、
抗酸化機構が病害抵抗性に貢献していることを示した初めての研究業績であり、植物の病害抵抗
性機構の解明という植物病理学の重要課題の解明に寄与する新知見であり、博士（農学）の学位
を与えるに十分な価値を持つものと判定した。
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